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この 1898 年には，ディアギレフは雑誌『芸術世界』6 も創刊している。『芸術世界』には豪華な装
丁が施され，古代美術，現代美術，美術工芸，芸術批評，文学に加え，西欧における美術界のイベン
トを網羅した情報の紹介など，芸術に関する幅広い記事が掲載された。編集にはディアギレフのほか，
アレクサンドル・ブノワ（Alexandre Nikolayevich Benois 1870－1960），レオン・バクスト（Leon




















パリでは 1889 年（第 4回），1890 年（第 5回）とパリ万博が開催されている。ここではアジア，ア













バスの名手フォードル・シャリアピン（Fyodor Ivanovich Chaliapin 1873－1938）に，ボロディン
（Alexander Porfir’evich Borodin 1833－1887）のオペラ『イーゴリ公』のアリアを歌わせた。また，ラ





更に翌年の 1908 年には，ムソルグスキ （ーModest Petrovich Mussorgsky 1839－1881）のオペラ『ボ
リス・ゴドゥノフ』をパリのオペラ座で実現した。演出はモスクワ芸術劇場のベテランであるアレク
サンドル・サーニン（Alexander Akimovich Sanin 1869－1956）10，合唱や舞台装置はボリショイ劇場か
ら持ち込み，主役にはシャリアピンとテノールのドミトリー・スミルノフ（Dmitri Alexeievich
Smirnov 1882－1944）が選ばれた。美術と衣装は，コンスタンチン・コローヴィン（Konstantin
Alexeevich Korovin 1861－1939）11，イワン・ビリービン（Ivan Yakovlevich Bilibin 1876－1942）12，アレ

























る」18 と語っている。ブノワは 19 世紀のフランスの作家テオフィル・ゴーチエ（Pierre Jules Théophile
Gautier 1811－1872）の小説を題材とした『アルミードの館』の着想を 1902 年に始めたが，1907 年に
はミハイル・フォーキン（Mikhail Mikhailovich Fokin 1990－1942）の振付，アンナ・パヴロワ（Anna
Pavlovna Pavlova 1881－1931），パーヴェル・ゲルト（Pavel Andreyevich Gerdt 1844－1917），ワスラ










































シ （ーClaude Achille Debussy 1862－1918）といった作曲家たちにも作品の委嘱を進めていった。
翌年の 1910 年には，ドイツのベルリンで 5月 20 日に初日を迎え，6月にはパリ・オペラ座，7月






（Ida Lvovna Rubinstein 1885－1965）とニジンスキーの存在感ある舞踊もさることながら，豪華な舞台
装置で作品に芸術的統一感をもたせることに成功したバクストの功績は大きかった。
























































5 Scheijen, S.（2009）同掲書, p.66.
6 ロシア語ではМирисксства（Mir iskusstva），1904 年に廃刊。
7 ディアギレフは政府役人として，第 9号（1898－99），第 10 号（1899－1900）の編集を担当した。以前より特
に付録の部分の内容が充実し，挿画は装飾的になって，装丁的にも内容的にも格調高い文芸誌に変身した。
8 Scheijen, S.（2009）同掲書, p.1
9 間野（2006）を参照のこと。










16 Scheijen, S.（2009）同掲書，ディアギレフへのインタビュ （ーUtro Rosii, 24 August 1910, in Aibershteyn and
Samkov, 1982, ii, p.214.）
17 同上 p.166.
18 同上 p.166.
19 同上 p.170. スヴァトロフ（Valerian Svedov, cited by Lifar, 1994, pp.154－5.）
20 同上 p.178. アンナ・ド・ノアイユ（Anna de Noailles, cited in Accocella, 1984, p.1.）
21 同上 p.181.
22 ワグナーが「総合芸術論」に関する論文を数編発表しており，「楽劇」の理論を創り上げていた。
23 Scheijen, S.（2009）同掲書, p.181. 1910 年 8月 24 日モスクワの新聞“Utro Rossii”インタビュー記事
（Zilbershteyn and Samkov, 1982, p.430.）
24 同上 p.190. ユダヤ系フランスの音楽ジャーナリストで興行家のガブリエル・アストリュック（Gabriel
Astruc 1864－1938）が，ディアギレフの公演のパリ側の興行主であった。この巨額な赤字のために，アスト
リュックは債権者と交渉する一方で，ディアギレフから舞台装置や衣装などを差し押さえている。





Buckle, R.（1979）Diaghilev, ,New York=Atheneum.（鈴木晶訳（1983, 1984）『ディアギレフ：ロシア・バレエ団と
その時代』リプロポート。）




















Les Ballets Russes de Serge de Diaghilev（1）





2. Diaghilev’s philosophy in “Mir iskusstva”
3. Russian concerts in Paris
4. Starting a Ballet project
5. The birth of “Ballets Russes”
Conclusion
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